
平成28年10月末現在の
人口の動き

●人口　 14,205人（前月比＋9人）	 男 7,097人（＋7人）	 ●外国人人口 104人（前月比±0人）男 56人（±0人）女 48人（±0人）
　（外国籍除く） 　（前年比−87人）	女 7,108人（＋2人）	 ●世帯数 4,538世帯（外国人のみの世帯含む）
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　10月19日（水）、聖籠中学校にある畑で蓮野・蓮
潟・亀代こども園の年長組の皆さん（以下、年長さん）
によるいも掘りが行われました。
　５月に年長さんが植えた苗が大きなサツマイモに成長
し、年長さんは蓮潟集落の皆さんや浦島の会（蓮潟老
人クラブ）の皆さんと一緒にあっという間に掘り終えま
した。
　掘ったサツマイモは、こども園で焼きいもをして食べ
たそうです。おいしかったかな？

みんなでとったよ
� 大きなサツマイモ
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お茶会（文化祭） 作品展示（文化祭） 農業振興祭

受賞者を代表してあいさつされる二宮様（蓮野）

表彰を受け、記念式典に出席された皆さま

秋
ま
つ
り
の
ス
ナ
ッ
プ

作品展示（文化祭）将棋大会（文化祭）ふるさと芸能歌謡祭（文化祭）

’16

　

11
月
３
日
に
せ
い
ろ
う
秋
ま
つ
り
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
雨
と
冷
た
い
風
が
晩
秋
か
ら
冬
へ
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
さ
せ
る
中
、

文
化
祭
、
農
業
振
興
祭
な
ど
に
大
勢
の
皆
さ
ま
が
足
を
運
び
、
活
気
の
あ
ふ

れ
る
秋
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
の
日
記
念
式
典
で
は
、
町
の
発
展
や
文
化
の
向
上
な
ど
に
功

績
の
あ
っ
た
皆
さ
ま
を
表
彰
す
る
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
式
典
に
お
き
ま
し
て
、
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
表
彰
状
・
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た
方
（
敬
称
略
）

◆
町
の
公
職
に
永
年
従
事
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
方

○
聖
籠
町
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
の
功
績

　
　

伊　

藤　

惠え

美み

子こ

（
蓮
　
潟
）

◆
町
の
産
業
、
教
育
、
文
化
、
保
健
、
防
災
、
福
祉
、
環
境
保
全
事
業
そ
の

他
公
益
事
業
に
つ
い
て
尽
力
し
、
ま
た
は
公
務
を
助
力
し
、
そ
の
功
績
が

顕
著
な
方

○
株
式
会
社
聖
籠
の
杜
監
査
役
と
し
て
の
功
績

　
　

二　

宮　

正ま
さ　

光み
つ

（
蓮
　
野
）

○
聖
籠
町
観
光
協
会
会
長
と
し
て
の
功
績

　
　

坂　

上　

誠せ
い　

一い
ち

（
二
本
松
）

○
第
67
回
新
潟
県
消
防
大
会
で
優
勝
し
地
域
の
消
防
防
災
体
制
の
強
化
に
貢

献
し
た
功
績

　
　

聖
籠
町
消
防
団
第
四
分
団
第
５
班
（
次
第
浜
）

　
　

髙　

橋　
　
　

健た
け
し

（
次
第
浜
）

　
　

宮　

下　

康や
す　

弘ひ
ろ

（
次
第
浜
）

　
　

堀　
　
　

雄ゆ
う　

祐す
け

（
次
第
浜
）

　
　

宮　

下　

智と
も　

運か
ず

（
次
第
浜
）

　
　

平　

野　

信の
ぶ　

晴は
る

（
次
第
浜
）
※

◆
善
行
者

○
町
に
対
し
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
た
功
績

　
　

新
発
田
信
用
金
庫

　
　
　
理　

事　

長　

大　

野　

昌ま
さ　

昭あ
き

（
新
発
田
市
）

　
　

有
限
会
社
宮
澤
建
設
工
業

　
　
　
代
表
取
締
役　

宮　

澤　

和か
ず　

夫お

（
網
代
浜
）

○
地
域
の
環
境
維
持
お
よ
び
史
跡
の
景
観
保
全
に
貢
献
し
集
落
民
の
模
範
者

と
し
て
の
功
績

　
　

髙　

橋　

タ　

ツ
（
諏
訪
山
）
※

◆
直
系
三
代
で
同
一
の
生
計
を
維
持
し
て
い
る
世
帯
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
方

　
　

飯　

沼　

喬た
か　

彦ひ
こ

（
次
第
浜
）

　
　

鈴　

木　
　
　

博ひ
ろ
し

（
次
第
浜
）

◎
保
護
司
の
活
動
の
充
実
に
貢
献
さ
れ
新
潟
県
保
護
司
会

連
合
会
長
か
ら
の
表
彰
を
伝
達
授
与
さ
れ
た
方
（
敬
称
略
）

　
　

細　

野　

フ
ミ
子
（
網
代
浜
）

　
　
　
　
※
…
都
合
に
よ
り
記
念
式
典
を
欠
席
さ
れ
た
方
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お問い合わせ　役場ふるさと整備課　都市計画係　☎２７－２１１１（内線２３４）

町ではこのような環境美化に取り組む団体を募集しています。
取り組みたい団体は、お気軽にお問い合わせください

聖籠環境美化コンテストを開催
㈱イシイコーポレーションが最優秀賞を受賞

桃山集落（桃山ポケットパーク） 岩測設計（三賀追分交差点）

授賞式に出席された団体の代表の皆さま

↑　㈱イシイコーポレーションが植栽した歩道 ↑　賞状を交付する渡邊町長（左）と表彰を受ける
㈱イシイコーポレーションの山口様（右）

蓮潟自治会（蓮潟ポケットパーク）

　町が管理する道路、公園・緑地などの公共施設内で行う「聖籠さわやかクリーンサポート事業」に取り組むボ
ランティア団体の花いっぱい活動に対して、本年度初めて「聖籠環境美化コンテスト」を行いました。
　9月 2 日（金）に審査会を開催し、各賞が決定したため、11 月 3 日（木）の「文化の日記念式典」時に授賞式
を行いました。

◎受賞された団体� （敬称略）

賞　　名 団　体　名
最優秀賞 ㈱イシイコーポレーション
優 秀 賞 桃山集落

㈱岩測設計 ※
蓮潟自治会

奨 励 賞 サークル道
みち

美
び

新
しん

外畑フラワー会 ※
聖籠町建設業協会
図書館ネット i

あい

せいろう ※
苔沼老人クラブ紅

こう

苔
せい

会
かい

㈲ヒグチ不動産 ※
丸潟花クラブ
㈱聖籠第一設備

� （順不同。※は受賞式を欠席された団体）
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第１０回まちなか防災訓練を実施!
　10 月 30 日（日）、午前９時のサイレンを合図に１０回目となる「聖籠町まちなか防災訓練」が実施されました。
この訓練では、各集落の自主防災組織が主体となり、地域防災力の強化を目的として、津波避難場所などへ避難
する訓練や避難経路を確認しあう訓練、火災発生直後の初期消火を想定した消火栓の使い方の訓練、などが行わ
れました。
　訓練参加人数は２，０４５人（男性 1,260 人、女性 785 人）でした。皆さまのご参加ありがとうございました。

各地区で行われた防災訓練の模様と、アンケートで集計
した感想などを一部ご紹介します！

お問い合わせ　役場生活環境課
　　　　　　　☎２７－２１１１
　　　　　　　（内線２８２）

【「本大夫集落自主防災組織」で行われた AED の使い方訓練】
広域消防聖籠分署の指導により熱心に心肺蘇生の手順を学ぶ様子。

町職員登庁および初動訓練
　まちなか防災訓練に併せ、
町役場職員が、地震発生に
伴い町に被害が生じたこと
を想定して役場に登庁し、
町内施設やライフラインの
被害状況確認など、各課に
おいて職員初動マニュアル
に基づいた災害応急措置にあたりました。これは“災
害に強い安全で安心な町”をめざし毎年行っている訓
練です。

【災害対策本部設置訓練】

・１つの避難経路にこだわらず複数の経路を確認する
ことができた。
・参加者の中には、防災訓練に関心が無いような人も
いたが、災害は突然やってくるため、訓練は継続す
る必要があると感じました。
・多くの女性が参加したことにより、防災意識の高さ
を感じました。
・非常用カバンを持って避難する参加者もおり、意識
の高さを感じることができた。
・消防団の指導によりホースの接続、消火栓の操作方
法を順序良く学ぶことができた。また、実際の放水
も体験できた。

【「ひばりが丘集落自主防災組織」で行われた初期消火訓練】
消防団員の指導のもと消火栓の操作方法を学ぶ様子。

【「亀塚集落自主防災組織」で行われた負傷者避難訓練】
ケガ人（想定）を避難所へ避難させている様子。

【「稲の平集落自主防災組織」で行われた避難梯子取扱訓練】
集合住宅の非常用避難はしごの取り扱いを確認している様子。
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●道路脇の樹木（特に竹）は雪の重み
で道路に垂れ下がり、除雪作業の妨
げになります。このような樹木は枝
切りなどをお願いします

●屋根の雪を道路におろす場合は、責
任をもって処理してください
　屋根から道路に自然落下した場合も同様
にお願いします。

●車庫・出入口の除雪は各戸で処理し
てください
　早朝からの除雪作業は、なるべく短時間
に行うため雪を道路の端に押しのける方法で
行っています。そのため道路に面した車庫や
門の前などに除雪された雪がたまります。こ
の雪の処理にご理解とご協力をお願いしま
す。

●自動車またはその他除雪作業に障害
となる物を道路上に放置しないでく
ださい。除雪作業ができなくなりま
す

●道路に雪を出さないでください。人
や車の交通の妨げとなり、スリップ
事故のもとになります

●除雪の要望・苦情は区長さんを通じてお願いします。
　冬期間の道路除雪は、交通安全や災害の未然防止などを考えて行っています。個
人の要望にはすぐに対応できないため、道路除雪への要望などがありましたら、各
集落区長さんを通じてお願いします。

　役場ふるさと整備課　☎２７－２１１１（内線２３１）
　新発田地域振興局地域整備部　☎０２５４－２２－５１１４
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　冬期間、水道凍結による破損防止や、公園
管理上の理由により、町都市公園、児童遊園・
児童広場の水道・トイレが使えなくなります。
　ご不便をおかけしますが、ご理解・ご協力
をお願いします。

●消雪パイプは省エネのため午後2時
～3時、午後4時～5時は稼動を停
止しています

（故障ではありませんので、ご理解をお願い
します。）

●消防施設の除雪にご協力ください
　消防施設などの除雪は、広域消防署や地
域の消防団が行いますが、大雪などにより
消防施設の消火栓や防火井戸などの除雪が
難しいことがあります。災害を未然に防ぐた
めに、隣接の皆さんのご協力をお願いしま
す。

安全で円滑な
道路除雪のために、
ご協力をお願いします

●道路の除雪作業中は危険ですので、
除雪車に近づかないでください

■町都市公園
12月5日（月）～平成29年3月17日（金）
下記公園の水道・トイレが使用でき
ません
対象：あかね公園（網代浜）

正庵公園
櫻美公園（別條）
位守山史跡公園（位守町）
臨海西公園（東港一丁目）
汐美台公園
亀塚第２公園

役場ふるさと整備課
　☎２７－２１１１（内線２３５）

■児童遊園・児童広場
12月7日（水）～平成29年3月31日（金）
止水のため水道、トイレが使用でき
ません
※本諏訪山、旭ヶ丘児童遊園は除く。

子ども教育課
　☎２７－２１１１（内線３０６）

町都市公園、児童遊園・
児童広場の水道・トイレ

が使えなくなります

●道路と人家、車庫の出入り口に設置
してある乗り入れ板などは、除雪時
重大事故につながりますので必ず撤
去してください

（トイレのみ使用可）
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お問い合わせ　上下水道課（上水道管理棟内）☎２７－５１４１

水道管の凍結にご注意を !!
　１２月に入り、ますます寒さも厳しくなっています。
　気温がマイナス３度以下になると、水道管の立ち上がり（給水管）や蛇口などが凍って水が出なくなった
り、破裂したりする水道の凍結事故が多くなります。
　寒さは水道の大敵です。テレビなどの気象情報に注意し、低温注意報などが出たときは、凍結事故に気を
つけましょう。

凍結を防ぐには
　屋外で保温をし
ていない水道管な
どは、専用の保温
材か凍結防止ヒー
ターを取り付けて、
凍結防止を行って
ください。
　冷え込みが予想されるときは、蛇口から
鉛筆の芯より少し太めに水を出してくださ
い。

※　空き家や長期間留守にする場合は、
メーターボックス内の止水栓を右に廻
して閉め、蛇口を開けて水抜きをして
凍結破損に気をつけてください。

凍結して水が出なくなったとき
　蛇口を全開にして、凍っ
た部分にタオルをかぶせ、
蛇口の方から50℃前後の湯
をゆっくりかけてください。
※熱湯を急にかけたりする
と、ヒビ割れや破裂する
ことがあります。

破裂やヒビ割れしたとき
　メーターボックス内の止水栓を右に廻して水を止
め、聖籠町指定給
水装置工事事業者
に修理を申し込ん
でください。

※指定給水装置工事事業者以外の業者や個人で立ち上がりを含む水道管の工事を行うと、違反工事となり、
凍結による水漏れで水道使用料が増えたとき、水道料金の軽減対象とはなりません。ご注意ください。

水漏れ ?と思ったら！（漏水確認）
　すべての水道の栓を止めて、敷地内にあるメーターボックスにある水道メーターが動いているかどうか確
認してください。動いている場合、水漏れしている可能性があります。水漏れしていた場合、聖籠町指定給
水装置工事事業者へ修理をお申し込みください。
　各家庭の敷地内にある水道管などの管理は各家庭で行ってください。

上水道に加入しましょう
　聖籠町上下水道課では、町民の皆さんが健康で快適な生活を送ることができるよう、
安全・安心でおいしい水の安定供給に努めています。
　まだ加入していない方は、安心して利用できる上水道に加入しましょう。

ビニール
テープ

保温材

50
℃
前
後

止水栓
メーター

水
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消 費 生 活消 費 生 活

聖籠町消費生活センター
役場町民課内（1階）

☎︎２７−１９５８（直通）
※来所の際は事前にお電
　話頂けると確実です

74
12月

ストップ！

　ザ・悪徳商法

１０月相談受付情報
月 件数 主な相談内容
10月 10件 相隣関係、情報商材、迷惑メール、光回線、冠婚葬祭互助会、

不審なハガキ、生命保険

こんなハガキ届いていませんか？
～架空請求のハガキ～

どんな内容？

●料金未納または契約違反により、
あなたに対する訴状が裁判所へ
提出されたことをお知らせしま
す。

●故意に放置しておくと、あなた
の給料や財産の差し押さえなど
をされてしまうことがあります。

●万が一身に覚えがない場合、早
急にご連絡ください。

＜ 対 処 法 ＞
●絶対にハガキ記載の連絡先に連絡しないでください。
●連絡すると「訴訟取り下げのため」などと様々な理由をつけて代金を
請求されます。さらに電話番号などの個人情報を相手に知られること
になり、振り込め詐欺などに悪用される原因となります。

●消費生活センターなど公共機関を装っていますが、消費生活センター
からこのようなハガキを送ることはありません。

●確認や問い合わせは広報せいろう記載の町消費生活センター（☎︎２７
−１９５８）にご連絡ください。

＝ 多重債務者相談強化キャンペーン２０１６ ＝
　多額の借金で悩んでいませんか？多重債務問題の専門の相談員が、借り入れや生活の状況などを時間を
かけてお伺いし、解決に向けたアドバイスや専門家（弁護士、司法書士など）への紹介を行います。相談
費用は一切かからず、相談時間や回数の制限もありません。匿名の相談でも構いません。相談される方の
秘密は固く守ります。

※町消費生活センターでも相談を受付しています。お話を伺い、解決に向けアドバイスやご本人の
ご意向を確認し専門家を紹介します。一人で悩まずご相談ください。秘密は固く守ります。

連絡先：財務省関東財務局新潟財務事務所多重債務相談窓口
　　　　☎ 025−281−7508（直通）
　　　　新潟県新潟市中央区美咲町１－２－１新潟美咲合同庁舎 2号館 9階
　　　　※新潟財務事務所での面談相談も可能です（事前予約制）

平成28年
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区分
年

10 月 1月〜 10月（累計）
発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

平成28年 2 0 2 20 1 25
平成27年 4 0 4 26 1 33
増　減 -2 0 -2 -6 0 -8

町の交通事故発生状況

秋の幼児交通安全教室“楽しみながら”
� こども園で行いました！

「高齢者交通事故防止飲酒運転根絶」推進大会

冬の交通事故防止運動が始まります

～新発田地区交通安全協会よりお知らせ〜

交通安全に関することは
役場生活環境課 地域安全係
☎27−2111（内線２８４）

交 通
安 全
vol.175

今日も一日交通安全

　　～スローガン～「冬の道　人も車も　ゆずりあい」
　12 月 11 日（日）～ 12 月 20 日（火）の間、冬の交通事故防止運動が行われます。
　最近、高齢者、若者、女性ドライバーの事故が多くなっています。特に高齢者の事故が多いので気をつけてく
ださい。
　12 月はお酒の席が増える時期です。飲酒運転は、アルコールの影響により運動機能が低下し、ハンドル操作な
どがにぶくなるなど交通事故につながる大変危険な行為です。「飲酒運転は、しない！させない！許さない！」を
合言葉に、地域や社会全体で飲酒運転を根絶しましょう。

　10 月 25 日（火）新発田市民文化会館で、高齢者の事故防止や飲酒運転の根絶を呼びかける大会が開催され、
表彰伝達が行われました。また、アトラクションとして、お楽しみ抽選会と県警音楽隊による音楽演奏や、カラ
ーガード隊による演技が行われ、参加者は交通ルールを再確認し、交通安全意識を高めました。表彰を受けた当
町関係者の皆さんは次のとおりです。

≪表彰された皆さん、おめでとうございます≫
○全日本交通安全協会長表彰
　交通栄誉章・緑十字銅賞
　優良安全運転管理者　曽

そ

根
ね

建
けん

（株）五
い が ら し

十嵐　𠮷
よし

晴
はる

さん

○県警察本部長・県交通安全協会長連名表彰
　安全活動功労者　髙

たか

橋
はし

　国
とき

蔵
まさ

さん（2列目左から 3番目）
　　　　　　　　　岩

いわぶち

渕　せんさん（2列目左から 4番目）
　　　　　　　　　齋

さいとう

藤　奈
な み

美さん（2列目最右）

平成 28 年優良・優秀運転者表彰申請について
� （20 年・30 年・40 年・50 年無事故無違反表彰）
◎受付　12 月 5 日（月）～ 12 月 22 日（木）

「無事故」「無違反」の方は、どなたでも申請で
きます。皆さまの申請をお待ちしております。
　役場生活環境課　地域安全係
　　☎２７−２１１１（内線２８４）

交通安全教室を手伝って
　くれたお母さんからの一言
○道路を渡るときは必ず止ま
ってね。

○車に乗るときはチャイルド
シートをしっかりしめてね。

○道路では自転車を一人で乗
らないでね。乗るときはヘ
ルメットをかぶろうね。３歳園児も手を上げ

て渡れるよ！
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
ま
た
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会

10
月
25
日
（
火
）

■
農
業
委
員
会
第
23
期

�

第
８
回
総
会
開
催

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
地
買
受
適
格
者
証
明
願
い
に
つ

い
て

・
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
・
農
地
中
間
管
理

権
）
申
出
審
査
に
つ
い
て

・
聖
籠
町
農
業
委
員
会
農
地
等
の
利

用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
指

針
に
つ
い
て

　

以
上
６
項
目
が
審
議
さ
れ
、議
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
の
議
事
録
は
農
業
委

員
会
事
務
局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

子
ど
も
教
育
課

10
月
26
日
（
水
）

■
第
10
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会

�

定
例
会
開
催

・
聖
籠
町
立
学
校
に
お
け
る
学
校
運

営
協
議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

・
聖
籠
町
学
校
支
援
地
域
本
部
地
域

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
委
嘱
に
つ

い
て

・
就
学
援
助
の
認
定
に
つ
い
て

・
通
学
距
離
が
３
㎞
未
満
の
生
徒
の

聖
籠
中
学
校
通
学
バ
ス
の
利
用
に

つ
い
て

　

以
上
４
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

■
町
教
育
委
員
会
教
育
委
員
に

�

佐
久
間
千ち

都づ

さ
ん
（
蓮
潟
）

　

９
月
12
日
、
第
３
回
町
議
会
定
例

会
に
お
い
て
、佐
久
間
千ち

都づ

さ
ん（
左

上
写
真
）
が
全
会
一
致
で
同
意
を
得

て
、
11
月
１
日
付
け
で
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

佐
久
間
さ
ん
は
学
校
支
援
地
域
本

部
の
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
、
家
庭
お
よ
び
地
域
住
民
と
の
連

携
・
協
力
に
よ
り
教
育
活
動
を
支
援

す
る
事
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
を
務
め
る
な

ど
、
人
格
、
識
見
と
も
に
す
ぐ
れ
た

方
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
た
び
退
任
さ
れ
た
伊

藤
惠え

み

こ
美
子
さ
ん
に
は
、
12
年
も
の
間

に
わ
た
り
教
育
委
員
と
し
て
、
ま
た
、

在
任
期
間
の
う
ち
３
年
は
教
育
委
員

長
と
し
て
お
勤
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。

伊
藤
さ
ん
の
ご
尽
力
に
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

「第６８回人権週間」
のお知らせ

　政府は１２月４日から１０日まで
を「人権週間」と定め、人権尊重思
想の普及高揚のため、全国で各種啓
発活動が行われます。
　その一環として、町でも「特設人
権相談所」を開設します。お気軽に
ご利用ください。
１２月８日（木）午後１時～４時
町町民会館第１会議室
■相談員
人権擁護委員、法務局職員

■相談内容
相続・離婚・親子間などの家庭の
問題・近隣の問題・いじめ・いや
がらせなどの心配ごとや困りごと

■その他
　相談無料で、秘密は固く守られ
ます。お気軽にご利用ください。
事前予約は不要です。
役場町民課　町民サービス係　
☎２７－２１１１（内線１１１）
法務局新発田支局
☎０２５４－２４－７１０２

ジュニア展入賞の
ご連絡をお願いします
　広報せいろう１月号で、県ジュニ
ア美術展覧会の入賞作品を紹介する
予定です。
　町内に居住し町外の小中学校在学
中の児童・生徒で、ジュニア展で入
賞された方の保護者様は、12 月６
日（火）までに役場総務課広報広聴
係へご連絡をお願いします。
　なお、町立小中学校に在学中の方
は学校から情報提供をいただきます
ので、ご連絡は不要です。
役場総務課　広報広聴係
☎２７－２１１１（内線２２２）



広報聖籠 H28.12　12

 　　

12 月 の 行 事

INFORMATION
聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
上下水道課（上水道管理棟）
　　　　　　　☎27－5141
診   療   所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O R M A T I O N

《相談事業》
ところ　役場１階　会議室
◆行政相談
　13日（火）午前10時～11時30分
　 役場総務課 総務管理係
　　（内線229）

ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談
　７日（水）、21日（水）
　午後１時～4時
　 町社会福祉協議会　☎27-6767

《保健福祉事業》
ところ　町保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○1歳２ヵ月児歯科健診
　12日（月）午後１時15分～
○１歳６ヵ月児健診
　15日（木）午後１時～
○３歳６ヵ月児歯科健診
　19日（月）午後１時15分～
○乳児健診
　22日（木）午後１時15分～

◆学級
○マタニティママのリフレッシュ教室
　13日（火）午前９時30分～
　 保健福祉課
　　（町保健福祉センター内）
　　☎27-6511

町
長
の
動
向
（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

12
月

1
〜
2
日�

全
国
町
村
会
政
務
調
査
会

行
政
委
員
会

4
日	

聖
籠
町
親
善
剣
道
大
会

6
日
〜　

12
月
議
会
定
例
会
（
予
定
）

16
日	

農
家
組
合
長
会
議

19
日	

区
長
会
議

お問い合わせ　証明書などの申請・発行に関すること
　　　　　　　　保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　　福祉係　☎２７－６５１１
　　　　　　　税控除などに関すること
　　　　　　　　役場税務財政課　税務係（内線１４３）

平成２８年分
所得税の確定申告をされる方へ

※　平成28 年中にお亡くなりになった方の証明書も発行できます。

医療費・障害者控除のための証明書などを発行します。
申請は保健福祉課へ

●成人おむつに関する費用の医療費控除用証明書（介護
保険主治医意見書写し）の発行について

　介護保険要介護・要支援認定を受け、おむつ代の医療費控除を受
けることが 2年目以降の方で特定の要件に該当する場合、介護保険
主治医意見書の写しを発行します。（平成 28 年中に使用したおむつ
代が対象となります。）
※　要件がありますので、必ず事前に保健福祉課へお問い合わせく

ださい。

●老齢者の所得税、地方税上の障害者控除対象者認定書
の発行について

　65 歳以上で心身に障がいがあり身体障がい者に準ずる方に「障
害者控除対象者認定書」を次のとおり発行します。（身体障害者手帳、
療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方は認定書の必要は
ありません。）

〈介護保険要介護・要支援認定を受けている方〉
　介護保険の認定区分に基づき発行します。

〈介護保険要介護・要支援認定を受けていない方〉
　保健福祉課職員が調査を行い、該当する場合は認定書を発行しま
す。必ず事前に保健福祉課へお問い合わせください。
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入 札 結 果� 入札日　10 月 7 日〜 13 日

件　　名 場　所 契約額
（円） 業者名 納入完了日または工事

（委託）期間最終日
入札
方法

1 亀代児童クラブ建設
及び外構工事

聖籠町大字
次第浜 地内 47,520,000 曽根建㈱ 平成29年

3月12日

制限付
一般競争

入札

2 消雪パイプ保守点検
業務委託 聖籠町内一円 3,024,000 ㈱カトウ

工業
平成28年
11月30日

指名競争
入札

運動教室を開催します

平成 28 年度下越フォーラム

期間 12月16 日～平成 29年3月 21 日の火・金曜　全 24 回
※参加者には詳しい案内をお送りします。

時間・場所 午前 10 時～ 11 時 30 分　聖籠町保健福祉センター

内容 肩・腰・膝の痛みの予防と改善
筋力トレーニング・認知症予防の体操

対象
医師から運動を禁止されていない、65 歳以上の方
（昭和 27 年 4 月 1 日以前に生まれた方）
10 名（初回参加の方が優先となります）

・ 聖籠町地域包括支援センター（町保健福祉センター内）
　　　☎２７－６５２１

12 月 16 日（金）　午後１時～ 4時
胎内市産業文化会館　多目的ホール
『精神障害と共に生きる』〜誰もが暮らしやすい地域へ〜
■登壇者　（医）白日会　黒川病院　院長　宮本忍　氏　
　　　　　精神障害を抱える当事者　2名
12 月 5 日（月）まで地域生活支援センターはまなすへ
地域生活支援センターはまなす
☎０２５４−５０−７１０４　ＦＡＸ０２５４−５０−７１０６
　担当　高橋・渡辺

10 月の届出

（注1）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承諾
の押印をいただいた方のみ掲載しております。

（注2）略した文字で掲載しております。戸籍の氏名と異
なることがあります。ご了承ください。

げんきなよい子
出 生

幸せ多い人生を
婚 姻

      新郎・新婦　　　　  　   行政区

ごめいふくをお祈りします
死 亡

	 赤ちゃん	 保護者	 行政区

絵
え ま

愛 ちゃん	 （板越　良大）	 次第浜

　栞
しおり

 ちゃん	 （吉永　博行）	 尾沢ケ丘

未
ま し ゅ う

朱羽 ちゃん	（菅原　亮二）	 網代浜

心
あ い ら

結愛 ちゃん	（小見　康太）	 東　山

　葵
あおい

 ちゃん	 （佐藤　　優）	 網代浜

一
いち

華
か

 ちゃん	 （富原　艶吏）	 蓮　潟

るか ちゃん	 （宮本　　正）	 旭ケ丘

理
り と

叶 ちゃん	 （森田　卓也）	 ひばりが丘

脩
しゅうと

人 ちゃん	 （中村　　敏）	 別　條

楓
ふう

花
か

 ちゃん	 （加藤　　衛）	 蓮　野

陽
ひ

彩
いろ

 ちゃん	 （斎藤　　亮）	 山　倉

初
そ よ か

代香 ちゃん	（高橋　圭三）	 汐美台

	 氏　名	 年齢	 行政区

遠　藤　ム　ツ さん	（86 歳）	 藤　寄

松　田　和
かず

　敏
とし

 さん	（78 歳）	 亀　塚

増　井　　　博
ひろし

 さん	（75 歳）	 大夫興野

平　野　悌
てい

　二
じ

 さん	（75 歳）	 次第浜

斎　藤　ナ　ミ さん	（95 歳）	 山　倉

斎　藤　長
ちょう

　一
いち

 さん	（69 歳）	 蓮　潟

中　村　二
ふ み お

三雄 さん	（66 歳）	 山大夫

堀　　　市
いち

之
の

助
すけ

 さん	（81 歳）	 網代浜

　小　野　隆
りゅう

　太
た

 さん

（池　田）里
り さ こ

紗子 さん ｝蓮　潟

みんなで、運動が
できて楽しい
体の動きが、楽に
なった
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活 用 塾健診結果

今年の健診結果活用塾は、楽しく、わかりやすい寸劇を実施します！
これからの健康生活のためにも、活用塾に参加しない手はありません！！
町の健診結果や人間ドックの健診結果、医療機関での検査結果をお持ちになり参加してください。
参加された方には、緑丸オリジナルグッズをプレゼントします。

内　容　１．自分のからだを知ろう（自分の体脂肪を測定）
　　　　２．健診結果や医療費から聖籠町の実態を知ろう（全体講話・寸劇）
　　　　３．自分の結果を知って、これからを考えよう（小グループでの結果説明）

のお知らせ

対象集落 開催日 時間※ 会　　場
丸潟・桃山 12 月 1 日（木） 午前 丸潟公会堂
苔沼 〃 午後 苔沼公会堂
山諏訪山 12 月 2 日（金） 午前 山諏訪山公会堂
蓮潟新田 〃 午後 蓮潟新田公会堂
本諏訪山・本大夫・
本三賀・中の橋 12 月 5 日（月） 午前 本諏訪山公会堂

真野 〃 午後 真野公会堂

山倉 12 月 6 日（火） 午前 山倉集落開発
センター

蓮潟 〃 午後 蓮潟公会堂
聖中ヶ丘
尾沢ヶ丘
稲の平

12 月 7 日（水） 午後 結いハート聖籠和室

次第浜・汐美台 12 月 8 日（木） 午前 次第浜公民館
四ツ屋
道賀新田
上大谷内

〃 午後 道賀新田集落開発
センター

ひばりが丘 12 月 9 日（金） 午前 ひばりが丘公会堂

山大夫 〃 午後 山大夫コミュニティー
センター

※時間　午前：午前 9 時 30 分〜 11 時 30 分
　　　　午後：午後 1 時 30 分〜 3 時 30 分

保健推進員さん・食生活改善

推進員さんたちが女優（？）

となって大活躍！！

改めて健診の内容・結果

の見方がわかった！

若い年代が心配だね・・・

うちの主人は大丈夫かしら・・

寸劇「聖籠太郎さん一家の夕げ」

お問い合わせ
　保健福祉課
　（町保健福祉センター内）保健師
　　　　　　　☎２７－６５１１

広
域
農
道 

全
面
通
行
止
め

　
　
　
　
　

 

の
お
知
ら
せ

　

中
曽
根
地
区
の
ほ
場
整
備
の
た
め
、

広
域
農
道
下
越
中
部
二
期
線
（
左
図

の
と
お
り
）
が
全
面
通
行
止
め
と
な

り
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
通
行
止
め
期
間

○
区
間
１

12
月
12
日
（
月
）
～

�

平
成
29
年
3
月
31
日
（
金
）

○
区
間
２

12
月
28
日
（
水
）
～

�

平
成
29
年
3
月
31
日
（
金
）

※
期
間
中
は
終
日
通
行
止
め
で
す
。

新
発
田
地
域
振
興
局

農
村
整
備
部　
農
地
整
備
第
１
課 

☎
０
２
５
４
︲
２
６
︲
９
１
６
８

区間１
12月12日(月)から
　　　　　　　通行止め

区間２
12月28日(水)
　から通行止め

 

坂上
美建様

コメリパワー
様
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学校給食食材の
放射性物質　　
　　　測定結果

　聖籠町では、学校などの給食の安
全性を確認し、給食に対する保護
者などの不安を軽減することを目的
に、給食用食材の放射性物質検査を
実施しています。検査は毎週木曜日、
翌日（金曜日）に使用する食材の中
から１品目を選定して行い、再検査
となった食材は、給食に使用せず、
再検査を実施し公表しています。
　なお、町のホームページで最新の
検査結果を掲載しています。

子ども教育課　学校支援係
　� （内線３０５）

検査
日

検査
品目 生産地

測定結果

放射性
ヨウ素 放射性セシウム

１３１ １３４ １３７

10月
6日 キャベツ 群馬県 検出

せず
検出
せず

検出
せず

10月
13日 もやし 福島県 検出

せず
検出
せず

検出
せず

10月
20日 大根 青森県 検出

せず
検出
せず

検出
せず

10月
27日 ピーマン 茨城県

検出
せず

検出
せず

検出
せず

測定
場所

新潟県新発田地域振興局
（新発田市豊町 3丁目 3番 2号）

※単位：Bq（ベクレル／㎏）
※この検査の検出限界値は、２０Bq／㎏です。
検出限界値は、測定する条件や食材により異
なります。

※「検出限界値」とは、その分析法や計測機器
で検出できる最小値（最小限度）のことをい
い、この値は測定環境（自然界に存在する大
気中の放射線量）、測定条件（時間重量など）、
検査対象品目によって異なります。

通話録音装置を
無料で貸し出します

お申し込み

審　査

貸　与

装置の設置
　ご自身またはご家族などで設置をお願いしま
す。設置が難しい場合は、役場生活環境課まで
ご相談ください。

　選考結果を郵送でお知らせの後、役場生活環
境課の窓口で貸し出しを行います。

　申請書の受付後、内容を審査します。その際、
電話などで確認させていただくことがあります。

　貸出をご希望の方は、「通話録音装置利用申
請書」に必要事項を記入し、役場生活環境課へ
提出してください。（郵送可）
※　申請書は役場生活環境課の窓口にあります。
また、町のホームページからもダウンロード
できます。

「この電話は振り込め詐欺などの
犯罪被害防止のため、会話内容
が自動録音されます。」と相手に
メッセージが流れ、通話を録音
します。

詐欺や迷惑セールスなどの
抑止効果が期待できるね。

オレオレ詐欺に注意！！電話機に取り付ける

役場生活環境課　地域安全係　（内線２８４）

 募集内容

 申し込みから設置まで

募 集 期 間：随時受け付けます。
貸 出 期 間：貸出日から１年間
貸 出 台 数：９台　※１世帯につき１台
募集対象者：町内にお住まいで、65歳以上の方がいる世帯の方
※　申込者多数の場合は、世帯状況などを考慮し、必要性の高い
世帯を優先します。

※　貸与期間終了後、かんたんなアンケート調査にご協力ください。
※　電話機の機種や回線により、装置を設置できない場合があり
ます。
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Ｊ
１
死
守

　

Ｊ
１
リ
ー
グ
最
終
節
が
行
わ
れ
た

11
月
３
日
（
木
・
祝
）、
ア
ル
ビ
レ

ッ
ク
ス
新
潟
は
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ

ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ

広
島
と
戦
い
ま
し
た
。
残
留
が
懸
か

る
大
一
番
。
バ
ス
の
入
り
待
ち
に
は

約
５
０
０
０
名
も
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が

駆
け
つ
け
、
大
声
援
で
選
手
た
ち
を

鼓
舞
し
て
い
ま
し
た
。

　

レ
オ
選
手
、
舞
行
龍
選
手
、
ラ
フ

ァ
エ
ル
選
手
を
出
場
停
止
で
欠
く
苦

し
い
状
況
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
誰

一
人
と
し
て
下
を
向
く
こ
と
な
く
、

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
励
ん
で
き
た
新
潟
。
命
運
を
託

さ
れ
た
選
手
た
ち
は
、
頼
も
し
い
表

情
で
ピ
ッ
チ
に
立
ち
ま
し
た
。

　

大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
る
中

で
も
、
新
潟
は
序
盤
か
ら
落
ち
着
い

て
ゲ
ー
ム
を
戦
っ
て
い
き
ま
す
。
ボ

ー
ル
を
動
か
さ
れ
て
も
し
っ
か
り
と

陣
形
を
整
え
な
が
ら
対
応
し
、
簡
単

に
シ
ュ
ー
ト
を
撃
た
せ
ま
せ
ん
。
失

点
の
リ
ス
ク
を
抑
え
な
が
ら
、
攻
撃

で
は
Ｆ
Ｗ
鈴
木
選
手
の
ス
ピ
ー
ド
を

活
か
し
た
カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど
で
チ
ャ

ン
ス
を
見
出
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
の
流
れ
を
維
持
し
た
い

と
こ
ろ
で
し
た
が
、
21
分
に
連
係
ミ

ス
か
ら
ゴ
ー
ル
を
奪
わ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
た
だ
、
選
手
た
ち
は
冷
静
さ

を
失
う
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自

分
の
や
る
べ
き
こ
と
に
集
中
し
続
け

て
い
ま
し
た
。
広
島
が
攻
勢
を
強
め

て
く
る
中
で
も
、
こ
れ
以
上
の
失
点

を
許
さ
な
い
新
潟
。
Ｄ
Ｆ
西
村
選
手

も
、
気
迫
の
ク
リ
ア
な
ど
で
決
定
機

を
防
い
で
い
き
ま
す
。

　

他
会
場
の
ス
コ
ア
も
関
わ
っ
て
く

る
た
め
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
状

況
に
合
わ
せ
た
プ
レ
ー
が
強
く
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
残
留
を
争
う
名
古
屋
が
2
点
ビ

ハ
イ
ン
ド
と
い
う
情
報
が
ベ
ン
チ
に

入
る
と
、
勝
ち
点
で
並
び
な
が
ら
も

得
失
点
差
で
優
位
に
立
つ
新
潟
は
、

守
備
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
さ
な
い
戦
い

方
を
選
択
。
片
渕
監
督
は
86
分
に
Ｄ

Ｆ
大
野
選
手
を
ピ
ッ
チ
に
送
り
込

み
、
最
後
ま
で
最
少
失
点
の
ま
ま
ゲ

ー
ム
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

名
古
屋
が
敗
れ
て
残
留
が
確
定
し

た
瞬
間
、
ス
タ
ジ
ア
ム
に
は
安
堵
が

広
が
り
ま
し
た
。
攻
守
両
面
で
90
分

間
奮
闘
し
続
け
て
い
た
Ｍ
Ｆ
小
泉
選

手
も
「
自
然
と
涙
が
出
た
」
と
、
あ

ふ
れ
る
思
い
を
抑
え
き
れ
な
い
様
子

で
し
た
。

　

片
渕
監
督
は
「
０
︲
１
で
負
け
た

と
い
う
こ
と
は
正
直
に
受
け
止
め
な

け
れ
ば
い
け
な
い
」と
し
な
が
ら
も
、

「
来
年
も
こ
の
ス
テ
ー
ジ
で
プ
レ
ー

で
き
る
と
い
う
結
果
を
得
た
と
い
う

こ
と
は
、
最
低
限
の
仕
事
は
で
き
た

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
胸
を
な
で
お

ろ
し
て
い
ま
し
た
。
決
し
て
思
い
描

く
よ
う
な
形
で
は
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
Ｊ
１
の
座
を
死
守
し
た
の

は
何
よ
り
も
大
き
な
こ
と
。
来
季
は

こ
の
舞
台
で
、
皆
さ
ま
の
期
待
に
応

え
る
戦
い
を
見
せ
て
い
く
た
め
に
、

ク
ラ
ブ
は
よ
り
一
層
の
努
力
を
積
み

重
ね
て
い
き
ま
す
。今
年
も
一
年
間
、

熱
い
声
援
を
送
っ
て
い
た
だ
き
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

連
勝
で
締
め
く
く
る

　

10
月
16
日
（
日
）
は
２
０
１
６
プ

レ
ナ
ス
な
で
し
こ
リ
ー
グ
１
部
第
17

節
が
開
催
さ
れ
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
レ
デ
ィ
ー
ス
は
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ

ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
伊
賀
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
く
ノ
一
と
対
戦
し
ま

し
た
。
今
季
の
ホ
ー
ム
最
終
戦
と
な

る
こ
の
一
戦
。
ス
タ
ジ
ア
ム
に
駆
け

つ
け
た
１
６
０
５
名
の
サ
ポ
ー
タ
ー

の
皆
さ
ま
の
声
援
と
と
も
に
、
選
手

た
ち
は
勝
利
だ
け
を
求
め
て
戦
い
に

臨
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

試
合
は
開
始
早
々
に
動
き
ま
す
。

２
分
、
右
サ
イ
ド
で
ボ
ー
ル
を
受
け

た
小
原
選
手
が
ゴ
ー
ル
前
へ
低
め
の

ク
ロ
ス
を
送
る
と
、
そ
こ
に
待
ち
構

え
て
い
た
の
は
上
尾
野
辺
選
手
。
柔

ら
か
な
ト
ラ
ッ
プ
か
ら
左
足
で
ゴ
ー

ル
に
流
し
込
み
、
幸
先
よ
く
先
制
に

成
功
し
ま
す
！
チ
ー
ム
を
勢
い
づ
か

せ
る
、
見
事
な
ゴ
ー
ル
シ
ー
ン
で
し

た
。

　

会
場
の
熱
気
に
背
中
を
押
さ
れ
た

新
潟
は
、
そ
の
わ
ず
か
２
分
後
に
再

び
決
定
機
を
生
み
出
し
ま
す
。
中
央

で
佐
伯
選
手
の
パ
ス
を
受
け
た
大
石

アルビレックス
新潟情報 !!

アルビレックス
新潟情報 !!

↑シーズン途中でチームを引き継
いだ片渕監督。

↑ケガを押して出場した
大野選手。
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選
手
が
、
フ
ェ
イ
ン
ト
で
Ｄ
Ｆ
を
か

わ
し
て
思
い
切
り
よ
く
ミ
ド
ル
シ
ュ

ー
ト
！
「
自
分
の
得
意
な
形
で
シ
ュ

ー
ト
が
撃
て
た
」（
大
石
選
手
）。
会

心
の
ゴ
ー
ル
が
決
ま
り
、
リ
ー
ド
を

２
点
に
広
げ
ま
す
。

　

そ
の
後
も
自
分
た
ち
で
ボ
ー
ル
を

保
持
し
な
が
ら
、
相
手
を
押
し
込
ん

で
い
く
新
潟
。
追
加
点
こ
そ
奪
え
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

積
み
重
ね
て
き
た
も
の
を
ピ
ッ
チ
上

で
し
っ
か
り
と
表
現
し
て
い
き
ま

す
。

　

後
半
も
ほ
と
ん
ど
の
時
間
で
主
導

権
を
握
り
続
け
、
試
合
は
こ
の
ま
ま

２
︲
０
で
新
潟
が
勝
利
！
「
１
点
で

終
わ
ら
ず
に
複
数
得
点
で
き
た
こ
と

は
、
チ
ー
ム
と
し
て
す
ご
く
伸
び
て

き
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
思
う
」
と
中

村
キ
ャ
プ
テ
ン
も
ゲ
ー
ム
を
振
り
返

っ
て
語
っ
て
い
ま
し
た
が
、
選
手
た

ち
の
戦
い
ぶ
り
か
ら
は
チ
ー
ム
の
確

か
な
成
長
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
最
終
戦
を
白
星
で
飾
っ
た

新
潟
は
、
そ
の
翌
週
に
ア
ウ
ェ
ー
で

行
わ
れ
た
岡
山
湯
郷
Ｂ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
と

の
最
終
節
で
も
勝
利
を
収
め
、
連
勝

で
リ
ー
グ
を
締
め
く
く
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
５
位
と
い
う
結
果
に
は

多
く
の
選
手
が
悔
し
さ
を
浮
か
べ
て

い
ま
し
た
が
、
終
盤
戦
で
見
せ
た
勝

負
強
さ
は
必
ず
来
季
の
飛
躍
に
つ
な

が
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ま
、
今
季
も

熱
い
声
援
で
チ
ー
ム
を
支
え
て
い
た

だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！
こ
れ
か
ら
も
勝
利
に
向
か

っ
て
共
に
戦
い
続
け
ま
し
ょ
う
！

　

私
た
ち
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ

レ
ッ
ジ
（
以
下
、
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）
の
選
手

か
ら
今
シ
ー
ズ
ン
を
振
り
返
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

【
Ｊ
Ｓ
Ｃ　
キ
ャ
プ
テ
ン
鴇と

き
田た

周し
ゅ
う
さ
く作】

　

日
頃
か
ら
応
援
ま
た
ご
声
援
の
ほ

ど
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ
ず
不
甲
斐
な

い
結
果
に
終
わ
り
本
当
に
申
し
訳
な

く
思
い
ま
す
。
来
シ
ー
ズ
ン
は
目
標

の
実
現
ま
た
そ
の
先
の
夢
に
向
か
っ

て
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
す
。
今

後
と
も
Ｊ
Ｓ
Ｃ
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

【
Ｊ
Ｓ
Ｃ　
高
木
俊と

し
輝き

】

　

結
果
と
し
て
優
勝
を
逃
し
、
３
位

で
リ
ー
グ
戦
を
終
え
て
し
ま
い
、
悔

し
い
気
持
ち
で
す
。
目
標
と
し
て
き

た
Ｊ
Ｆ
Ｌ
昇
格
を
果
た
せ
ず
に
応
援

し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
申
し
訳
な

く
思
い
ま
す
。
た
だ
、
多
く
の
方
々

の
応
援
や
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら

プ
レ
ー
で
き
た
こ
と
は
本
当
に
幸
せ

な
こ
と
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
活
か
し
、

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
サ
ッ
カ

ー
を
続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
Ｊ
Ｓ
Ｃ
か
ら
12
名
、
Ｊ

Ｓ
Ｃ
Ｌ
か
ら
３
名
選
出
さ
れ
新
潟
選

抜
と
し
い
わ
て
国
体
に
挑
み
ま
し
た
。

結
果
、
新
潟
選
抜
成
年
男
子
４
位
、

新
潟
選
抜
女
子
１
位
と
い
う
成
績
で

大
会
を
終
え
ま
し
た
。
新
潟
選
抜
と

し
て
戦
っ
た
選
手
か
ら
コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
得
点
王　
稲
葉 

旬し
ゅ
ん 

】

　

国
体
の
ベ
ス
ト
４
と
い
う
結
果
は

本
当
に
誇
る
べ
き
も
の
で
す
。
こ
の

チ
ー
ム
に
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
み
ん
な
で
耐

え
て
耐
え
て
少
な
い
チ
ャ
ン
ス
を
も

の
に
し
て
雑
草
魂
で
ベ
ス
ト
４
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。
チ
ー
ム
全
員
が
一

丸
に
な
っ
て
闘
う
っ
て
こ
う
い
う
事

な
ん
だ
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
‼
チ
ー
ム
新
潟
‼

【
フ
ル
出
場　
坂
口
友ゆ

紀き

】

　

初
め
て
の
国
体
で
と
て
も
貴
重
な

体
験
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
も
ス
タ

ッ
フ
、
選
手
、
私
達
に
か
か
わ
っ
て

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
国
体
を
通
し
て
経
験
で

き
た
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
生
活
で
活

か
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の

お
知
ら
せ 

【 問い合わせ先 】
〒957-0103 聖籠町網代浜925−1
TEL：0254−32−5357
FAX：0254−32−5358
学校HP：http://www.cupsnet.com/
学校Twitter：@JAPAN_Soccer_C
チーム公式HP：http://team.cupsnet.com/
ジャパサカＨＧ運営スタッフTwitter：@jyappi

JAPANサッカーカレッジ
ホームゲーム運営

Facebook～ジャパサカ通信～

↑先制ゴールは上尾野辺選手（中央）。
　背番号 10 が貫録の仕事を見せました。

↑得点を決めた大石選手（左）。７得点
でリーグ３位の得点数です。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
政

ポ
ス
ト
に
投
稿
の
あ
っ
た
町
政

に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
質
問
と

そ
れ
に
対
す
る
回
答
を
紹
介
し

ま
す
。

投
稿
者
は
年
代
と
性
別
だ
け
表

示
し
ま
す
。

　
町
政
ポ
ス
ト
は
が
き
や
Ｅ
メ

ー
ル
で
ご
投
稿
い
た
だ
い
た
ご

意
見
・
ご
質
問
を
広
報
に
て
紹

介
し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
投
稿
者
や
第
三
者
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
害
す
る
恐
れ

が
あ
る
場
合
な
ど
、
投
稿
と
回

答
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
任
意
」
の
説
明
は

�

さ
れ
て
い
る
？

「
集
落
費
」か
ら
の
納
付
は
？

　
２
０
１
６
広
報
せ
い
ろ
う
８

　
№
４
８
１�

町
政
ポ
ス
ト
Ｑ
＆
Ａ

　
集
落
配
布
・
回
収
が
負
担
？
に

つ
い
て
、
日
頃
か
ら
同
じ
意
見
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。

　
私
の
集
落
の
組
で
は
、
隣
組
、

親
組
が
月
ご
と
の
交
代
で
配
布
・

回
収
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
募
金
、
会
費
に
つ
い
て
「
あ
く

ま
で
任
意
で
の
協
力
」
と
の
回
答

で
し
た
が
、
顔
見
知
り
で
あ
る
が

ゆ
え
に
断
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。

ま
た
「
任
意
で
」
の
説
明
は
、
町

か
ら
お
り
て
き
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？

　
集
金
、
説
明
の
負
担
を
減
ら
す

た
め
に
集
落
費
か
ら
支
出
す
る
の

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

�

（
40
歳
代
・
女
性
）

町
か
ら
の
回
答

（
担
当
　
総
務
課
・
町
民
課

・
保
健
福
祉
課
・
産
業
観
光
課
）

　

日
頃
、
集
落
配
布
を
通
じ
て
お

願
い
す
る
募
金
や
会
費
の
お
願
い

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

募
金
や
会
費
に
関
す
る
ご
質
問
と

ご
意
見
に
つ
い
て
回
答
し
ま
す
。

　

募
金
や
会
費
に
は
、
町
の
各
担

当
部
署
や
聖
籠
町
社
会
福
祉
協
議

会
が
お
願
い
し
て
い
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
町
内
の
全

世
帯
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
い
た
う
え
で

募
金
や
会
費
を
お
願
い
す
る
た
め
、

集
落
区
長
を
通
じ
た
全
世
帯
へ
の

配
布
お
よ
び
回
収
を
基
本
と
し
て

い
ま
す
。

　
「
任
意
」
で
あ
る
こ
と
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
各
世
帯
に
配
布
す

る
文
書
な
ど
に
任
意
性
に
関
す
る

記
述
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
一
部
の
会
費
な
ど
で

は
世
帯
へ
の
周
知
が
行
わ
れ
に
く

い
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
も
の
や
、

配
布
し
て
い
る
文
書
に
任
意
性
に

関
す
る
記
述
が
な
い
も
の
も
あ
り

ま
し
た
の
で
、今
後
は
、任
意
性
に

関
す
る
記
述
を
加
え
た
文
書
を
回

覧
す
る
な
ど
の
対
応
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
提
案
い
た
だ
い
た
、

募
金
や
会
費
な
ど
を
「
集
落
費
か

ら
支
出
」
い
た
だ
く
方
法
に
つ
い

て
は
、
集
落
の
判
断
に
よ
り
ま
す
。

町
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
が
一

律
に
集
落
費
か
ら
の
納
入
を
呼
び

掛
け
る
こ
と
は
、
募
金
や
会
費
な

ど
が
強
制
で
は
な
い
こ
と
を
踏
ま

え
る
と
適
当
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、募
金
や
会
費
を「
集

落
費
か
ら
支
出
」
す
る
こ
と
に
関

し
て
は
、
集
落
内
で
話
し
合
い
の

う
え
ご
判
断
を
い
た
だ
く
事
柄
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

募
金
や
会
費
の
配
布
お
よ
び
回

収
に
つ
い
て
は
、
区
長
や
隣
組
長

の
皆
さ
ま
、
配
布
や
回
収
を
行
う

皆
さ
ま
に
多
く
の
力
添
え
を
い
た

だ
き
、
ま
た
、
町
内
各
世
帯
の
皆

さ
ま
か
ら
多
く
の
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
そ
れ

ぞ
れ
の
募
金
や
会
費
な
ど
の
趣
旨

を
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

道
路
標
識
設
置
者
の

�

責
任
は
？

　
藤
寄
地
区
内
に
、
町
が
設
置
し

た
と
思
わ
れ
る
標
識
が
２
カ
所
あ

り
ま
す
。
標
識
は
四
角
の
金
属
板

に
「
一
時
停
止
」
模
様
の
「
交
差

点
注
意
」
の
文
字
「
聖
籠
町
」
の

文
字
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
標
識
は
当
然
道
路
交
通
法

に
よ
る
標
識
で
は
な
い
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
①
設
置
の
法
的
根

拠
、
法
的
権
限
が
な
い
場
合
は
一

般
の
「
一
時
停
止
標
識
」
に
変
更

で
き
な
い
か
②
こ
の
標
識
設
置
場

所
で
交
通
事
故
が
発
生
し
た
場
合

の
責
任
の
所
在
の
有
無　
に
つ
い

て
質
問
し
ま
す
。

�

（
60
歳
代
・
男
性
）

町
か
ら
の
回
答

（
担
当
　
生
活
環
境
課
）

　

こ
の
た
び
は
、
交
通
安
全
対
策

に
お
け
る
ご
質
問
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
指
摘
の
箇
所
の
標
識
は
、
道

路
改
良
工
事
の
際
に
集
落
か
ら
の

要
望
が
あ
り
、
町
が
設
置
し
た
注

意
喚
起
標
識
で
あ
り
、
道
路
交
通

法
上
の
法
的
な
標
識
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
「
一
時
停
止
」
な
ど
の
規
制
標

識
は
公
安
委
員
会
の
管
理
と
な
る

こ
と
か
ら
、
町
の
権
限
で
設
置
で

き
な
い
た
め
、
危
険
箇
所
に
つ
い

て
は
、
現
状
を
把
握
し
た
う
え
で

当
町
を
所
管
す
る
新
発
田
警
察
署

に
対
し
、
標
識
な
ど
の
設
置
に
つ

い
て
要
望
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
標
識
な
ど
の
設
置
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
交
通
事
故
を
起

こ
し
た
場
合
は
、
当
事
者
同
士
の

責
任
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

町
政
ポ
ス
ト

Ｑ
＆
Ａ
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個
人
で
格
安
利
用
で
き
る

　
体
育
施
設
の
利
用
日
と

�
時
間
を
教
え
て
！

中
学
校
交
流
棟
町
民
ホ
ー
ム

�

ベ
ー
ス
の
Ｐ
Ｒ
は
？

　
月
に
１
～
２
回
フ
リ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
日
が
土
曜
日
に
あ
り
、
利
用

料
金
１
０
０
円
と
格
安
で
す
が
、

他
の
公
共
施
設
（
藤
寄
体
育
館
、

多
目
的
な
ど
）
で
個
人
で
格
安
に

ス
ポ
ー
ツ
利
用
で
き
る
と
こ
ろ
が

町
内
に
あ
っ
た
ら
、
利
用
日
と
時

間
を
教
え
て
く
だ
さ
い
（
卓
球
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
縄
と
び
な
ど
）。

　
み
ら
い
の
た
ね
が
広
報
紙
に
出

て
い
た
が
、
中
学
校
の
交
流
棟
町

民
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
は
、
９
時
～
16

時
位
ま
で
町
民
誰
も
が
利
用
・
立

ち
寄
れ
、
校
舎
見
学
と
給
食
も
試

食
で
き
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
た
こ
と

が
あ
る
の
で
す
か
？

�

（
年
代
不
明
・
女
性
）

町
か
ら
の
回
答

（
担
当
　
社
会
教
育
課

�

・
子
ど
も
教
育
課
）

　

い
つ
も
町
の
施
設
な
ど
を
ご
利

用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

ご
質
問
の
あ
り
ま
し
た
「
フ
リ

ー
ス
ポ
ー
ツ
の
日
以
外
で
、
個
人

で
格
安
に
利
用
で
き
る
施
設
の
利

用
日
・
時
間
」
と
、「
聖
籠
中
学

校
の
交
流
棟
町
民
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス

の
Ｐ
Ｒ
」
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま

す
。

　

は
じ
め
に
、「
フ
リ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
日
以
外
で
、
個
人
で
、
格
安

に
利
用
で
き
る
施
設
の
利
用
日
・

時
間
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

○
総
合
体
育
館
（
町
民
会
館
内
）

の
一
般
開
放

毎
週
火
・
木
・
土
曜
日

午
後
５
時
～
９
時

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
な
ど

町
民
１
人
２
時
間
１
０
０
円

○
多
目
的
屋
内
運
動
場
（
蓮
野
地

区
・
山
倉
地
区
・
亀
代
地
区
）

の
子
ど
も
開
放
日

毎
週
土
曜
日

午
前
11
時
～
午
後
３
時

種
目
は
自
由

小
中
学
生
は
無
料
（
大
人
は
見

学
の
み
）

○
多
目
的
屋
内
運
動
場
小
体
育
室

（
蓮
野
地
区
・
山
倉
地
区
）
の

子
ど
も
開
放
日

毎
週
土
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
１
時

卓
球
な
ど

小
中
学
生
は
無
料
（
大
人
は
見

学
の
み
）

※　

総
合
体
育
館
は
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
コ
ー
ト
が
３
箇
所
分
あ
り
、

窓
口
申
請
順
の
利
用
と
な
り
ま

す
。
多
目
的
屋
内
運
動
場
の
子

ど
も
開
放
日
は
、
小
中
学
生
で

あ
れ
ば
誰
で
も
使
用
で
き
る
時

間
と
し
て
い
ま
す
が
、一
般
の
方

へ
の
貸
出
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
各
施
設
と
も
事
業
な

ど
が
入
っ
て
い
る
場
合
、
利
用

で
き
な
い
日
が
あ
り
ま
す
。

　

前
述
の
ほ
か
、
総
合
体
育
館
の

空
き
状
況
に
よ
っ
て
、
一
般
開
放

日
と
同
様
に
利
用
で
き
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
町
民
会

館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

次
に
「
聖
籠
中
学
校
の
交
流
棟

町
民
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
の
Ｐ
Ｒ
」
に

つ
い
て
で
す
が
、
町
で
は
、
中
学

校
の
地
域
交
流
棟
の
施
設
管
理
と

来
訪
者
の
受
付
対
応
な
ど
を
、
学

校
統
合
や
学
校
建
設
に
深
く
関
わ

っ
て
い
た
だ
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
・「
み
ら
い
の
た
ね
」
に
委

託
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
利

用
時
間
、
校
舎
見
学
や
環
境
整
備

な
ど
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
お
り

ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

つ
い
て
は
学
校
と
協
議
の
う
え
で

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
誠
に
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
「
み
ら
い
の

た
ね
」
の
、
活
動
計
画
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
具
体
に
つ
い
て
は

「
地
域
交
流
棟
町
民
ホ
ー
ム
ベ
ー

ス
み
ら
い
の
た
ね
」

（
☎
２
７
‐
７
０
８
５
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

小
学
校
の
夏
季
・
冬
季
休
業

期
間
中
の
預
か
り
保
育
に

�

給
食
を
！

　
小
学
校
の
預
か
り
で
夏
季
・
冬

季
休
み
の
昼
食
を
給
食
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

　
こ
ど
も
園
の
預
か
り
は
、
夏
季

も
冬
季
も
給
食
な
の
で
す
か
ら
、

小
学
校
も
給
食
に
で
き
る
の
で
は

な
い
で
す
か
？
職
員
の
人
数
の
関

係
で
不
可
能
で
し
た
ら
、
せ
め
て

お
か
ず
だ
け
頼
め
る
弁
当
な
り
を

頼
ん
で
、
ご
は
ん
だ
け
持
っ
て
く

る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
も
、
働
い

て
い
る
母
に
と
っ
て
は
、
み
な
さ

ん
喜
ば
れ
る
と
思
い
ま
す
。
仕
事

を
し
て
い
る
人
は
多
い
で
す
し
、

ぜ
ひ
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

�

（
年
代
・
性
別
と
も
不
明
）

町
か
ら
の
回
答

（
担
当
　
子
ど
も
教
育
課
）

　

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

町
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

平
成
26
～
27
年
度
に
建
設
し
た
蓮

野
お
よ
び
山
倉
の
専
用
施
設
と
亀

代
小
学
校
内
の
空
き
教
室
で
運
営

し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度
中
に

亀
代
に
も
専
用
施
設
を
建
設
す
る

予
定
で
す
。

　

さ
て
、
ご
要
望
の
「
児
童
ク
ラ

ブ
に
お
け
る
小
学
校
の
夏
季
・
冬

季
等
の
長
期
休
業
期
間
中
に
お
け

る
給
食
対
応
」
に
つ
い
て
で
す
が
、

昨
年
も
同
様
の
要
望
が
あ
り
以
下

の
と
お
り
回
答
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
各
専
用
施
設
に
は
、給
食
の
搬

入
口
も
配
膳
を
す
る
ス
ペ
ー
ス
も

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
床
材
は
子

ど
も
た
ち
の
快
適
な
生
活
環
境
に

配
慮
し
た
柔
ら
か
な
カ
ー
ペ
ッ
ト

敷
き
に
な
っ
て
い
る
た
め
食
材
を

こ
ぼ
し
た
際
の
処
理
な
ど
が
難
し

い
施
設
環
境
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。」

　

ま
た
、
新
発
田
市
な
ど
の
近
隣

自
治
体
に
お
い
て
も
長
期
休
業
中

は
弁
当
で
の
対
応
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
の
で
、

現
況
で
は
ご
要
望
に
沿
え
る
環
境

で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の

対
応
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
運

営
に
対
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課 

　
広
報
広
聴
係

　
　
（
内
線
２
２
２
）
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もちもちの物体さん 12歳

ゆうさん 7歳

石井希良さん 8歳

小山裕麗さん 5歳

ジュウオウシャークさん 3歳

みっちゃんさん 11歳

おそ松さん大好きさん 10歳 ウッピーさん 12歳

ゆめりんさん 4歳りのあさん 7歳佐藤幸來さん 7歳

み ん な の ひ ろ ば

瑞宝単光章

小 林  幸
さち

 男
お

 さん（65）二本松

　小林さんは、昭和 46年 12月に郵政省に入省し、木崎
郵便局に外務（配達業務）に配属。以降、豊栄や新発田郵
便局を経て、平成12年に中条郵便局局長代理として配属。
定年まで40年 4ヵ月奉職されました。
　長らく郵便配達を行ってきた小林さん。「配達のときはお
客さんに『今日はあっちぇねぇ～』など声をかけていました」
と、郵便物と一緒に「人のぬくもり」も配達してきました。
　小林さん、ご受章おめでとうございます。

秋の叙勲
聖籠町から二本松の小林幸

さち

男
お

さんが
受章されましたので、ご紹介します。

平成２８年

　
投
稿
す
る
と
き
は
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
薄
い
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
）

　
住
所
と
名
前
は
必
ず
書
い
て
く
だ
さ
い
。（
ペ
ン

ネ
ー
ム
希
望
の
場
合
は
名
前
の
横
に
ペ
ン
ネ
ー
ム

『
○
○
○
』
と
書
い
て
く
だ
さ
い
）
１
カ
月
に
一
人

１
枚
だ
け
受
け
付
け
ま
す
。
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み ん な の ひ ろ ば

　新潟県は、脳血管疾患や胃がんで亡くなる人が多い状況にありま
す。その背景の一つに食塩のとり過ぎがあげられます。

あなたの食事にも こころあたりはありませんか？

※12/1（木）から 12/31（土）までの 1 カ月間、聖籠地場物産館、聖籠観
音の湯ざぶ～んにて、減塩特設コーナーを設置します。地場物産館の旬
の野菜は、食材本来の風味を生かす減塩料理に適しています。また、ざ
ぶ～んの味わい処「湯楽」では実際に減塩料理を味わうことができます。
この機会にぜひお立ち寄りください。

新潟県民760人の食生活調査と尿中ナトリウム量から算出した推定食塩摂取量をもとに解析（新潟県立大学／2013-2015）
「新潟県栄養政策策定及び評価体制構築のためのデータ分析ワーキング」作成（2015）

新・食は味楽来
ミ　　　　ラ　　　 クル

町の宝で〜す
10月の乳児健診から

渡辺 陽
ようすけ

介 ちゃん

　尾 羽
は ゆ ま

柚真 ちゃん

新保 瑛
えい

土
と

 ちゃん

椿 翔
しょう

真
ま

 ちゃん

佐々木 凜
りん

 ちゃん

小林 葵
あおい

 ちゃん

髙橋 愛
あ い り

依理 ちゃん

𠮷田 陸
りく

人
と

 ちゃん

佐藤 奏
かな

太
た

 ちゃん

渡邉 玄
げん

 ちゃん

長谷川 大
や ま と

翔 ちゃん

元気に育ってね！
　この写真は保健福祉センターで行
われている乳児健診会場で主に４カ
月健診対象乳児を撮影しています。

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　管理栄養士　☎２７－６５１１

１２月は「聖籠町
　 美味しく減塩月間」

こころあたりはありませんか？
あてはまる項目が多いほど、塩のとり過ぎになります。
ちょっとずつ「塩しお」を減らす生活＝
� 「ちょいしお生活」をはじめましょう！

3

5

8

4

6

9

7

10

1 2

丼もの ･カレー
ライス・めん類
を週３回以上食
べる

たらこやすじこ
などを１日に１回
以上食べる

外食を
週に２回以上する

めん類の汁を
1/3 以上飲む

毎日飲酒する

漬け物を１日に
２種類以上食べる

濃い味付けを
好んで食べる

煮物を１日に４皿以上食べる

食事は満腹に
なるまで食べる

主食を重ねて食べる
　（例：ラーメン＋チャーハン、うどん＋丼、
� 弁当・おにぎり＋カップ麺など）
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左上／あら縄にわらを抱かせ、その上からさらに縄を巻きます。中央は太く、端は細
めにするのがコツ。　右／３本の太いしめ縄が完成、三賀神明社に奉納します。　
左下／三賀神明社への奉納後。しめ縄は、本三賀・山三賀の繁栄と発展、新之助の豊
作を見守ります。

小学生による合唱と合奏の祭典
� 各校４年生が躍動

秋の聖籠町に
� 響き渡る素敵なハーモニー

来年の「新之助」豊作を願い

　本三賀・山三賀集落合同

　　　　　　  しめ縄づくり

　10 月 13 日（木）、聖籠町町民会館で、「聖籠町
小学校音楽祭」が行われました。
　各小学校の４年生とも、文化会館のステージに
上がった直後は緊張の面持ちでしたが、がんばっ
て練習してきた合唱と合奏を存分に披露。発表後
は、達成感に満ちた表情を見せていました。

　10 月 21 日（金）、聖籠町文化会館で、聖籠中学

校の秋の文化行事「秋灯祭」が行われました。

　今年のスローガンは「天響創歌～創り上げよう

天まで響く歌声を～」。１年生から３年生まで、最

高の歌声を発表するためクラスが一丸となって、

勉強の合間を縫って懸命に練習してきました。

　特に３年生にとって、この秋灯祭がクラスで頂

点を目指す最後の行事。練習の成果を存分に発揮

した美しくも力強い一体感のある歌声に、来場者

も生徒も惜しみない拍手を送っていました。

　10 月 23 日（日）、本三賀にある三賀神
明社のしめ縄づくりが行われました。
　以前は三賀新田という１つの集落であっ
た本三賀・山三賀集落の氏子の皆さんが２
年に１回しめ縄をつくり、神明社に奉納す
るこの行事。今年のしめ縄は、芯の部分の
一部に小林八

や

寿
す

夫
お

さん、斎藤健
けん

一
いち

さん（と
もに山三賀）が作付した「新之助」のわら
を使用しました。
　氏子総代の新保利

とし

文
ふみ

さん（山三賀）は、「来
年に本格作付が始まる新之助の豊作への願
いを集落の安全と発展、親睦と団結などの
願いとともに込めました。」と話してくれ
ました。

↑　写真は３年生の部で今年の金賞に輝いた３年４組。

山倉小学校

亀代小学校

蓮野小学校


